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【授業の主題】 

   歯科保健活動や感染症保健活動の歴史的な保健活動の変遷や動向を踏まえ、各分野の健康課題を理解する。また、

保健・医療・福祉の諸施策を理解したうえで、各分野の対象の特性に応じた保健活動の方法を学ぶ。さらに、集団

を対象とする健康危機への対応を学ぶ。 

 

【到達目標】 

 １．歯科保健活動、感染症保健活動の歴史的変遷、現在の動向や施策を理解できる。 

  ２．各分野の対象の特性に応じた支援（保健活動）を理解できる。 

  ３．感染症発生時の健康危機管理を理解できる。 

 

【授業計画・内容】 

  第 １ 回   歯科保健活動    歯科口腔保健の動向 

第 ２ 回   歯科保健活動    生涯にわたる歯科口腔保健対策 

第 ３ 回   歯科保健活動    生涯にわたる歯科口腔保健への支援 

第 ４ 回   感染症保健活動   感染症保健対策の動向 

第 ５ 回   感染症保健活動   感染症対策、感染症予防活動 

第 ６ 回   感染症保健活動   疾病管理（結核１）と支援 

第 ７ 回   感染症保健活動   疾病管理（結核２）と支援 

第 ８ 回   感染症保健活動   疾病管理（結核３）と支援 

第 ９ 回   感染症保健活動   疾病管理（ＨＩＶ感染症／ＡＩＤＳ）と支援 

第 10 回   感染症保健活動   疾病管理（性感染症、新興感染症・再興感染症）と支援 

第 11 回   感染症保健活動   疾病管理（肝炎、HTLV－1感染症 等）と支援 

第 12 回   感染症保健活動   疾病管理（ツツガムシ病、腸管出血性大腸菌感染症、食中毒 等）と支援 

第 13 回   感染症保健活動   健康危機管理と感染症対策 

    第 14 回   感染症保健活動   感染症発生時の保健活動 Ⅰ  

    第 15 回   感染症保健活動   感染症発生時の保健活動 Ⅱ  

 

【授業実施方法】 

     講 義、演 習 

【授業準備】 

     教科書を読んで講義に臨み、講義後は学修内容を復習する 

【主な関連する科目】 

    「感染と免疫」、「公衆衛生学」、「公衆衛生看護学実習Ⅰ・Ⅱ」など公衆衛生看護学の科目 

【教科書等】 

     公衆衛生看護学．jp 第４版 デ－タ更新版、インタ－メディカル、2017． 

国民衛生の動向 2018／2019年版、厚生統計協会、2018． 

【参考文献】 

     標準保健師講座３ 対象別公衆衛生看護活動、医学書院、2017． 

     最新保健学講座４ 公衆衛生看護活動論②、メヂカルフレンド社、2017． 

     最新公衆衛生看護学 第2版 各論１、日本看護協会出版会、2017． 

【成績評価方法】 

     出席状況・受講状況（5%）、提出課題（10%）、定期試験の成績（85%）による総合評価 

【学生へのメッセージ】 

     ２年生までの関連科目を復習して、授業に臨みましょう。授業で取り上げる内容は保健師活動として、基本

的な分野です。この分野から保健師国家試験の問題として出題されることが多いので、授業後はしっかり復習

しましょう。 
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